
 

滝川市栄町３－３地区市街地総合再生計画 

＜ 概 要 ＞ 
１．計画の目的 

本計画は、栄町３－３地区の良好な民間開発を誘導し、ビジョンにおける１軸３拠点の形成を図る

ため、民間開発における指針となる土地利用や公共空間のあり方などを整理することを目的とする。 

 

２．栄町３－３地区の将来像と基本方針 

 

  

栄町３－３地区の将来像 

中心市街地における人々の生活・交流の結節点となる 

職住近接の賑わい拠点の創造 

課 題 特 性 位置付け 

▼施設の老朽化（大半の建

物が耐用年数の２／３以

上を経過） 

▼現存する大規模建物が新

耐震規定不適合 

▼商業機能の喪失による集

客力の低下 

▼利便性が高く歩いて暮ら

せる住みよい環境づくり 

▼人を引き寄せる魅力のあ

る再生 

▼都市幹線街路沿道とし

て、生活利便施設を誘導 

▼バリアフリー化と合わ

せ、高齢者や障がい者に

優しく潤いのある環境を

整備 

▼都市の拠点地域として賑

わいを創出できる土地利

用 

▼賑わい拠点として、周辺

に波及させる賑わいの場

の創出 

将来像実現のための基本方針 

立地特性を活かした 

賑わいを生む 

複合市街地の形成 

●中心市街地に係る主要道路の結節点となる立地性を活かし、人々の集散を

活性化させると共に、多様な人々の来街機会を創出する商業・業務機能の

誘導 

●街なか居住の促進に資する居住機能の誘導と、周辺の街なか居住を支え、

住み続ける環境をサポートする医療・福祉サービス等の複合化 

街なか活性化軸の具体化 

●駅周辺整備の進む広域交流拠点、市立病院の改築・市役所への図書館の移

転等によって人々の利用が増加している公共公益拠点の有するポテンシ

ャルを中心市街地に波及させるための『賑わい拠点』を形成し、中心市街

地活性化の基軸となる『街なか活性化軸』を構築 

回遊・滞留を受け止め 

新たな交流・賑わいを生む 

公的空間の創出 

●市民の憩いの場であると共に、来街者等が集い・交流・活動し、新たな賑

わいを創出する広場等のパブリックスペースの形成 

●施設間の連絡性を高めると共に、通り抜け等、人々が日常的に地区を利用

するフットパス等の地区内動線の形成 

市民意向 

▼市立病院の改築や図書館

の移転などにより人が中

心部に流れている 

▼中心部の商店街には６０

歳以上の方が比較的多く

回遊 

▼交流や休憩できる施設な

どの広場空間の要望が高

い 

▼各世代が求める機能につ

いては、中心市街地と郊

外部における棲み分け

や、既存施設の充実など、

可能な範囲で対応 

▼滝川市中心市街地活性化

基本計画対象エリアの中

央部に立地 

▼広域交流拠点並びに公共

公益拠点を結ぶ中央部に

立地 

▼国道４５１号、鈴蘭通や

栄通などの主要道路に隣

接し、国道１２号に近接

するネットワークの結節

点 
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